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【手続補正書】
【提出日】令和2年2月6日(2020.2.6)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００７】
　本願発明の目的に対応しこれら及び他の優位な点を達成するため、上述した本発明の一
態様によれば、無線通信システムにおいて、ＮＲ（Ｎｅｗ　Ｒａｄｉｏ　Ａｃｃｅｓｓ　
Ｔｅｃｈｎｏｌｏｇｙ）ターミナルの信号送受信の方法は、ＰＤＣＣＨオーダー（Ｐｈｙ
ｓｉｃａｌ　Ｄｏｗｎｌｉｎｋ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　ＣＨａｎｎｅｌ　ｏｒｄｅｒ）を受信
するステップと、前記ＰＤＣＣＨオーダーに対応してランダムアクセスプリアンブルを送
信するステップと、を含む。この場合、前記ランダムアクセスプリアンブルは、所定の条
件が満たされた時、前記ＰＤＣＣＨオーダーに含まれる上りリンクキャリアについての情
報に基づいて決定される第１の上りリンクキャリアで送信される。前記所定の条件は、前
記下りリンクキャリアに設定された前記第１の上りリンクキャリアを含む複数の上りリン
クキャリアを含み、前記下りリンクキャリアのセルＩＤ（Ｉｄｅｎｔｉｆｉｃａｔｉｏｎ
）と、前記複数の上りリンクキャリアのセルＩＤは同一である。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００８】
　また、前記複数の上りリンクキャリアは、第２の上りリンクキャリアを含み、前記第２
の上りリンクキャリアは、前記ＮＲターミナルに追加的に割り当てられたＬＴＥ（Ｌｏｎ
ｇ　Ｔｅｒｍ　Ｅｖｏｌｕａｔｉｏｎ）帯域と関連した補足的な上りリンクキャリアであ
る。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【０００９】
　また、前記ランダムアクセスプリアンブルは、前記第１の上りリンクキャリアと前記第
２の上りリンクキャリアが設定されない時、上位層により開始されたランダムアクセスプ
リアンブル送信と同一のサブキャリアスペーシングを介して送信される。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１０】
　また、前記方法は、上りリンク送信実行のための時間リソース及び周波数リソースのう
ち少なくとも１つが設定されるステップを含むか、上りリンク送信実行のためのパラメー
タを受信するステップをさらに含む。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１２】
　本願発明の目的に対応しこれら及び他の優位な点を達成するため、上述した本発明の別
の態様によれば、無線通信システムにおいて、ＮＲ（Ｎｅｗ　Ｒａｄｉｏ　Ａｃｃｅｓｓ
　Ｔｅｃｈｎｏｌｏｇｙ）ターミナルは、無線周波数ユニットと、前記無線周波数ユニッ
トと結合したプロセッサーを含み、前記プロセッサーは、ＰＤＣＣＨオーダー（Ｐｈｙｓ
ｉｃａｌ　Ｄｏｗｎｌｉｎｋ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　ＣＨａｎｎｅｌ　ｏｒｄｅｒ）を下りリ
ンクキャリアで受信し、前記ＰＤＣＣＨオーダーに応答して前記無線周波数（ＲＦ）ユニ
ットがランダムアクセスプリアンブルを送信するように制御する。この場合、前記ランダ
ムアクセスプリアンブルは前記ＰＤＣＣＨオーダーに含まれる上りリンクキャリアについ
ての情報に基づいて決定される第１の上りリンクキャリアにより送信される。この場合、
前記ランダムアクセスプリアンブルは、所定の条件が満たされた時、前記ＰＤＣＣＨオー
ダーに含まれる上りリンクキャリアについての情報に基づいて決定される第１の上りリン
クキャリアで送信される。前記所定の条件は、前記下りリンクキャリアに設定された前記
第１の上りリンクキャリアを含む複数の上りリンクキャリアを含み、前記下りリンクキャ
リアのセルＩＤ（Ｉｄｅｎｔｉｆｉｃａｔｉｏｎ）と、前記複数の上りリンクキャリアの
セルＩＤは同一である。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３３】
　その後、ユーザ機器は基地局への接続を完了するために、その後、Ｓ３０３～Ｓ３０６
に従ってランダムアクセスの過程（Ｒａｎｄｏｍ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｐｒｏｃｅｄｕｒｅ）
を行うことができる。そのために、端末は物理ランダムアクセスチャンネル（Ｐｈｙｓｉ
ｃａｌ　Ｒａｎｄｏｍ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｃｈａｎｎｅｌ，ＰＲＡＣＨ）でプリアンブル（
ｐｒｅａｍｂｌｅ）を送信し（Ｓ３０３）、物理下りリンク制御チャンネル及びそれに対
応する物理下りリンク共有チャンネルでプリアンブルに対する応答メッセージを受信する
ことができる（Ｓ３０４）。競合ベースのランダムアクセスでは、更なる物理ランダムア
クセスチャンネルの送信（Ｓ３０５）、及び物理下りリンク制御チャンネル及びそれに対
応する物理下りリンク共有チャンネルの受信（Ｓ３０６）のような衝突解決手順（Ｃｏｎ
ｔｅｎｔｉｏｎ　Ｒｅｓｏｌｕｔｉｏｎ　Ｐｒｏｃｅｄｕｒｅ）を行うことができる。
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【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１４５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１４５】
　７－Ａ：基地局は、ＰＤＣＣＨオーダーをＵＥへ送信するとき、共にキャリアを指示し
てもよい。このキャリア情報は、ランダムアクセスプリアンブル（ｒａｎｄｏｍ　ａｃｃ
ｅｓｓ　ｐｒｅａｍｂｌｅ）を送信する時間－周波数（ｔｉｍｅ　ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ）
リソースを送信するときに共に通知してもよい。キャリア情報は、信号が２つのキャリア
の両方を送信できるように、２つのキャリアを両方とも指示してもよい。
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１４７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１４７】
　７－Ｃ：基地局は、ランダムアクセスプリアンブルに対するランダムアクセス応答（ｒ
ａｎｄｏｍ　ａｃｃｅｓｓ　ｒｅｓｐｏｎｓｅ）をＵＥへ送信する。このとき、基地局は
、端末にさらにキャリア情報を送信し、７－Ｃ動作に対するａｃｋ／ｎａｃｋをＵＥが送
信する７－Ｄ動作実行のためのキャリアを指定するためにＵＥへキャリア情報を追加的に
送信することができる。キャリア情報は、２つのキャリアのうち１つを通知してもよく、
信号が２つのキャリアの両方で送信できるように２つのキャリアの両方を示すことができ
る。
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１５０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１５０】
　第７の実施例では、７－Ａ動作乃至７－Ｄ動作は、ＰＤＣＣＨオーダー、ランダムアク
セスプリアンブル（ｒａｎｄｏｍ　ａｃｃｅｓｓ　ｐｒｅａｍｂｌｅ）、ランダムアクセ
ス応答（ｒａｎｄｏｍ　ａｃｃｅｓｓ　ｒｅｓｐｏｎｓｅ）などのＬＴＥにおいて用いる
具体的な用語で記述されている。しかしながら、同じ形式の動作であってもＮＲでは表現
が異なることがあり、本発明が前記動作にも適用できる。例えば、７－Ａ動作は、同期が
取れない時、同期をチェックするためのＲＡＣＨの送信に応答できる。７－Ｂ動作は、７
－Ａ動作によるＲＡＣＨ送信動作に応答できる。７－Ｃ動作は、７－Ｂ動作のＲＡＣＨに
よってＴＡを示す動作に応答できる。７－Ｄ動作は、７－Ｃ動作に対するａｃｋ／ｎａｃ
ｋ応答を送信する動作に対応できる。
【手続補正１０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１５２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１５２】
　前記ＰＲＡＣＨ送信が下りリンクＲＳＲＰ閾値にしたがって決定されるか、または、Ｒ
ＲＣシグナリングにより指定される場合、ＰＵＣＣＨとＰＵＳＣＨ送信を行うキャリアは
、ＰＲＡＣＨ送信のためにも利用することができる。
【手続補正１１】
【補正対象書類名】明細書
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【補正対象項目名】０１５９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１５９】
　このように、１つのキャリアを用いる場合には、ＳＵＬ（ｓｕｐｐｌｅｍｅｎｔａｌ　
ＵＬ）の物理セルＩＤ（ｐｈｙｓｉｃａｌ　ｃｅｌｌ　ＩＤ）はＤＬの物理セルＩＤと同
一であることが望ましい。これは、２つのＵＬをタイムスイッチング（ｔｉｍｅ　ｓｗｉ
ｔｃｈｉｎｇ）しながら実行ため、２つのＵＬは、１つのＵＬとみなして運営できるため
である。
【手続補正１２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１６０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１６０】
　ここで、ＳＵＬとＤＬ／ＵＬは異なるサブ－キャリアスペーシングを有するように設定
されてもよい。よって、スケジュールされたＰＵＳＣＨタイミングとＨＡＲＱ　Ａｃｋ／
Ｎａｃｋタイミングに変化が生じ得る。基本的には、２つのＵＬがタイムスイッチング（
ｔｉｍｅ　ｓｗｉｔｃｈｉｎｇ）を介して利用される時、スケジューリングＰＵＳＣＨタ
イミングとＨＡＲＱ　Ａｃｋ／ＮａｃｋタイミングがＤＬ／ＵＬ間の基準として指示され
、これをＳＵＬのための別の指示なく再解釈して用いる。これは、ＰＤＣＣＨとＰＵＳＣ
Ｈの間又はＰＤＳＣＨとＰＵＣＣＨの間にかかる時間がＵＬでのＳＵＬで差がないと仮定
する場合、同一のスケジューリングＰＵＳＣＨタイミング又はＨＡＲＱ　Ａｃｋ／Ｎａｃ
ｋタイミングを利用することが望ましいためである。そのために、ＵＬとＳＵＬとの間で
は異なるスロット長を有するため、下りリンク（ＤＬ）のスロット長を基準としてスケジ
ューリングＰＵＳＣＨタイミングの指示とＨＡＲＱ　Ａｃｋ／Ｎａｃｋタイミングの指示
だけ後ろに来るＳＵＬのスロットで、スケジュールされたＰＵＳＣＨ又はＨＡＲＱ　Ａｃ
ｋ／Ｎａｃｋを送信する。
【手続補正１３】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　無線通信システムにおいて、ＮＲ（Ｎｅｗ　Ｒａｄｉｏ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｔｅｃｈｎｏ
ｌｏｇｙ）ターミナルの信号送受信の方法であって、
　下りリンクキャリアでＰＤＣＣＨオーダー（Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｄｏｗｎｌｉｎｋ　Ｃ
ｏｎｔｒｏｌ　ＣＨａｎｎｅｌ　ｏｒｄｅｒ）を受信するステップと、
　前記ＰＤＣＣＨオーダーに対応してランダムアクセスプリアンブル（ｒａｎｄｏｍ　ａ
ｃｃｅｓｓ　ｐｒｅａｍｂｌｅ）を送信するステップを含み、
　前記ランダムアクセスプリアンブルは、所定の条件を満たす時、前記ＰＤＣＣＨオーダ
ーに含まれる上りリンクキャリアについての情報に基づいて決定された第１の上りリンク
キャリアで送信され、
　前記所定の条件は、前記下りリンクキャリアに対して設定される前記第１の上りリンク
キャリアを含む複数の上りリンクキャリアを含み、
　前記下りリンクキャリアのセルＩＤ（Ｉｄｅｎｔｉｆｉｃａｔｉｏｎ）と前記複数の上
りリンクキャリアのセルＩＤは同一である、方法。　
【請求項２】
　前記複数の上りリンクキャリアは、第２の上りリンクキャリアを含み、
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前記第２の上りリンクキャリアは、前記ＮＲターミナルに追加的に割当てられた、ＬＴＥ
（Ｌｏｎｇ　Ｔｅｒｍ　Ｅｖｏｌｕａｔｉｏｎ）帯域に関連した追加の上りリンクキャリ
アである、請求項１に記載の方法。　
【請求項３】
　前記ランダムアクセスプリアンブルは、前記第１の上りリンクキャリアと前記第２の上
りリンクキャリアが設定されない時、上位層により開始されたランダムアクセスプリアン
ブル送信と同一のサブキャリアスペーシングを介して送信される、請求項２に記載の方法
。　
【請求項４】
　上りリンク送信を実行するための時間リソース及び周波数リソースのうち少なくとも１
つが設定されるステップをさらに含む、請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　上りリンク送信を実行するためのパラメータを受信するステップをさらに含む、請求項
１に記載の方法。
【請求項６】
　前記ＰＤＣＣＨオーダーは、
　下りリンク制御情報を用いて受信される、請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　無線通信システムにおける、ＮＲ（Ｎｅｗ　Ｒａｄｉｏ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｔｅｃｈｎｏ
ｌｏｇｙ）ターミナル（ｔｅｒｍｉｎａｌ）であって、
　無線周波数ユニットと、
　前記無線周波数ユニットと結合したプロセッサーを含み、
　前記プロセッサーは、
　前記無線周波数ユニットが、下りリンクキャリアでＰＤＣＣＨオーダー（Ｐｈｙｓｉｃ
ａｌ　Ｄｏｗｎｌｉｎｋ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　ＣＨａｎｎｅｌ　ｏｒｄｅｒ）を受信し、
前記無線周波数ユニットが、前記ＰＤＣＣＨオーダーに応答して、ランダムアクセスプリ
アンブル（ｒａｎｄｏｍ　ａｃｃｅｓｓ　ｐｒｅａｍｂｌｅ）を送信するように制御する
ように構成され、
前記ランダムアクセスプリアンブルは、所定の条件を満たす時、前記ＰＤＣＣＨオーダー
に含まれる上りリンクキャリアについての情報に基づいて決定された第１の上りリンクキ
ャリアで送信され、
　前記所定の条件は、前記下りリンクキャリアに対して設定される前記第１の上りリンク
キャリアを含む複数の上りリンクキャリアを含み、
前記下りリンクキャリアのセルＩＤ（Ｉｄｅｎｔｉｆｉｃａｔｉｏｎ）と前記複数の上り
リンクキャリアのセルＩＤは同一である、ＮＲターミナル。　
【請求項８】
　前記複数の上りリンクキャリアは、第２の上りリンクキャリアを含み、
前記第２の上りリンクキャリアは前記ＮＲターミナルに追加的に割当てられた、ＬＴＥ（
Ｌｏｎｇ　Ｔｅｒｍ　Ｅｖｏｌｕａｔｉｏｎ）帯域に関連した追加の上りリンクキャリア
である、請求項７に記載のＮＲターミナル。　
【請求項９】
　前記ランダムアクセスプリアンブルは、前記第１の上りリンクキャリアと前記第２の上
りリンクキャリアが設定されない時、上位層により開始されたランダムアクセスプリアン
ブル送信と同一のサブキャリアスペーシングを介して送信される、請求項８に記載のＮＲ
ターミナル。　
【請求項１０】
　前記プロセッサーは、
　上りリンク送信を実行するための時間リソース及び周波数リソースのうち少なくとも１
つが設定されるようにさらに構成された、請求項７に記載のＮＲターミナル。
【請求項１１】
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　前記プロセッサーは、
　上りリンク送信のためのパラメータを受信するようにさらに構成された、請求項７に記
載のＮＲターミナル。
【請求項１２】
　前記ＰＤＣＣＨオーダーは、
　下りリンク制御情報を用いて受信される、請求項７に記載のＮＲターミナル。
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